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第１７回 室蘭市環境審議会 会議録

１．日 時

令和５年２月２８日（火） １０：３０～

２．場 所

室蘭市防災センター ３階 視聴覚研修室

３．出席者等

（１）出席委員：中野会長、永井副会長、森江委員、伊東委員、小村委員、立野委員、

山内委員、西畑委員、石田委員

（２）欠席委員：篠原委員、真壁委員

（３）事 務 局：北川環境課長、内田主事、福田主事

４．会議次第

（１）開会

（２）委員紹介、事務局挨拶

（３）「令和４年度版 室蘭市環境白書」について

（４）「室蘭市地球温暖化対策実行計画」の策定状況について（情報提供）

（５）その他

（６）閉会

５．議事

（次第１～２ 省略）

次第３ ｢令和４年度版 室蘭市環境白書｣について

【会長】

次第３「令和４年度版 室蘭市環境白書」について事務局から説明をお願いする。

（事務局・北川課長より説明）

【会長】

ただ今の説明について、質問・意見があれば、発言をお願いする。

【副会長】

去年の白書と比べ新しくなった点はどこか。

［事務局］

白書の構成に大きな変更はないが、環境基本計画の改定に伴い、計画に沿った形で一

部内容の見直しを図っている。
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次第４ 「室蘭市地球温暖化対策実行計画」の策定状況について（情報提供）

【会長】

次第４ 「室蘭市地球温暖化対策実行計画」の策定状況について事務局から説明をお

願いする。

（事務局・北川課長より説明）

【会長】

ただ今の説明について、質問・意見があれば、発言をお願いする。

【会長】

沢山やらなければいけないことがあると思うが、重点的に１番大事なものは何か。ま

た、各企業との連携は図れているか。

［事務局］

部門別にやらなければならないことが違い、それぞれについて計画に記載している。

また、各企業等との一層の連携が必要と考えている。

【A委員】
家庭部門について、既存住宅での省エネ化など具体的なものは検討されているのか。

［事務局］

既存住宅の省エネ化は、これからの検討課題であると認識している。北海道さんの方

で CO₂排出量の見える化アプリを作成中と伺っており、こうしたツールを活用するなど、
まずは個人の行動を変容するきっかけ作りを推進して参りたい。

【B委員】
中学生を対象にした市民ワークショップについて、非常に良い取組だと感じた。この

取組の今後の展開、また中学生だけでなく他の世代への展開予定は。

［事務局］

中学生ワークショップについては、計画の策定を以て終了となる。今後は、市主催に

よる小学校高学年を対象にした出前講座等を開催したいと考えている。

また、環境科学館等において親子で楽しく学べるようなイベントを開催したいと考え

ている。
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【C委員】
市民や事業者への啓蒙活動が大事だと思う。環境に関する先端技術等を見学してもら

う等の活動も必要かと思うので検討願いたい。

［事務局］

来年度以降は様々な形で普及啓発にしっかり努めていきたいと考えている。

次第５ その他

【会長】

その他、本日の会議を通して、質問・意見があれば、発言をお願いする。

（質問・意見なし）

次第６ 閉会

【会長】

他に意見はありませんか。意見がなければ環境審議会を終えます。


